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【目的1EPCは血 管 内皮 の 修 復，再 構築，　 Iit管W／生 に 作用する ．妊娠高血圧 症 候 群 で 母 体血 巾 EPC 数の 減少と細胞 の 老化は

内皮機能障害 に関連する と考え られ て い る．非 妊 時，EPC は動員因 子で あ るエ ス トロ ゲ ン の 上 昇に よ り増加 し，骨髄中，血

中 SDF −1 濃度低 下 は 造血 幹細胞 の 末梢へ の 勁員 に 関与する．しか し妊娠時の SDF −1の EPC へ の 作用 は不明 であ る．本研究

は妊娠中の 末梢血 EPC と エ ス トロ ゲ ン，　 SDF −1の 関係を解析す る こ と を目的 と した．【方法】マ ウ ス に お い て 非妊娠 妊娠

7，17 日 目に 単核球分離 し EPC の 培養 を行 っ た．妊娠 6，12，18　H 目に 血 中エ ス トロ ゲ ン，　 SDF −1 濃度を ELISA 法で 測 定

した．【成績】EPC 数 は非妊娠時 42．3± 4．8，！視野，妊娠 709  ．5± 8．4cells〆視 野 （P＝0．02），妊娠 17 日 目6 ．8± 20．2ce！ls，”視野 と

妊 娠 に よ り増 加 した．血 中 エ ス トロ ゲ ン は 妊娠 の 進行 に 伴 い L昇 し末期 に 低 下 した （非妊娠 123 ．0 ± 3．03pg／ml ，妊娠 6 凵

37．0± Opg／ml ．妊娠 12 日 ：44．O ± 5．68pgi’ml ，妊娠 18 日 ： 16．16± 2．96pg／ml ）．血中 SDF −1濃度 は妊娠の 進行に 伴い 減少 した

（非妊 娠 ： 1．2｝± 0．e7ng／ml ，妊娠 6 日 ： 1．13± 0．12ng、価 1，妊 娠 12 日 ：O．60± O，08ng／ml ，妊娠 18 日 ：0．75 ± O．lng／ml ，　 P〈

0．05）．【結論】非妊時と同様に妊娠中はエ ス トロ ゲ ンの L昇に伴い EPC の 増加が 見 られ た，一
方 EPC の増加時に血中 SDF −

1濃度の 低下を 認めず，SDF −1 の EPC へ の 作 用 は非 妊 時 と異 な る 口∫能性が 示 唆 され た ．
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【目的］　Jf［Lew内皮前駆細胞 （EPC ）に よ るtht管形成 に 対する トロ ホ ブ ラ ス ト （Tr）の 作用 メ カ ニ ズ ム に つ い て 検討した．【方法】

材料 は全 て 同意の 元に供された．green　fluorescent　protein （GFP）transgenic 　mouse よ り骨髄細胞を抽出し，　 radiation 処理

した 雌の NOD ／SCID　mouse に注射，骨髄を置換させ た後，妊娠 7 ・21 日 目の 子宮 を摘出 し GFP 陽性 細 胞 の 分 布 を観察 し た．

妊娠 6〜9 週 の 人工 流産 よ り得た Tr と，黄体期の 末梢 血単核球を fibronectin　coat したデ ィ ッ シ ュ 上 で 共培養 し，　 EPC の 増

殖 に対する Tr の 影響に つ い て 検討 した．その 際 に 得 られ た ヒ清中の Placenta　growth 　factor（PIGF）を ELISA 法に て 測定

した．また，Tr が 分泌する 成長因子の EPC 遊走能 に対す る 影響 を観察す る た め に顕 微鏡 用 培養装置を用 い 閔欠的に EPC

の 状態 を ビ デ オ撮影 し検討 した．統計解析 に は one
−
way 　ANOVA を用 い た，【成 績】妊娠 7 日 目 で は embryo 周 囲 に GFP

陽性細胞が 集積 し，21 日 目で は管腔構造 を形成 して い る の が認 め られ た．EPC 数は，　Tr と共培養する こ とに よ っ て，2587±

503cells／well （mean ± SE）か ら5737± ll57cells／we1 且に増加 した （p ＜ 0．05），また，培養上 清中の Placenta　growth　factor

（PIGF ）は，　 Tr と培養する こ とに よっ て，3．15± O．76pg〆ml か ら 165．7　±　16．8pg，
〆

ml へ 有意 に増加 し た （p〈0．05）．しか し EPC

の 遊走へ の 影響 は認め られ なか っ た．【結論】妊 娠 時の EPC に よ る血 管形成 に お い て ，　Tr 由来の PIGF は，遊 走 能 に対 してで

は な く，増 殖 能の 亢進を介 し て 血 管形成 に 関与 して い る と考え られ た．

Pl−405　妊娠初期 の 子宮内容清掃術 にお ける マ イ ク ロ キ メ リズ ム の 成 立 ・存続 に 関す る 検討
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【目的】マ イ ク ロ キ メ リ ズ ム （以 下 MC ）とは，遺伝的 に異なる個体から由来する細胞が別個体内に共存 し て い る状態 をい う．

男児分娩歴 の ある 女性 を 調べ た結果，Y 染色体特異 的 遺伝 子 で ある SRY 陽性胎児 MC 細胞の 陽性率 は 50％ に 上 り，症 例 に

よ っ て は 分娩後数 卜年に わたっ て 母体血中に存在す る と報告 され て い る，母児問輸血 現象は 妊娠 ご く初期 か ら認め られ て お

り，流 産 した 場 合 に も MC が成 立す る 可 能性が あ る．本実験 は，妊娠初期 に 子宮内容清掃術 を施行 した 女性 に お い て．胎児

が 男児で あ っ た 場合に MC が どの 程 度 の 確率で 成立 し存続す るか，流産と人工 流産で 差があ る の かを調べ る こ と を 目的 とす

る，【方法】対象 は，輸血 歴 ・流産歴 ・男児の 出産歴 の い ずれ も無い 女性の うち，稽留 （人工 ）流産に て 子宮内容清掃術 を施

行 した女性とした．倫理委員会を通過した指定 の 書式を用 い 説明と 同意を得 られ た 対象か ら，（1）術 前 （2）術後 1 週 間 目 （3）

術 後 1 ヶ 月 目 に 2ml の 末 梢 血 を採 取 し．そ こ か ら抽 IHした DNA を鋳型 と し，　 SRY 領域 を nested
−PCR を用 い て 増幅 し電気

泳動を行 っ た．また，絨毛 よ りDNA を抽出 し SRY の 有無 に て性別 を判定 し た．【成績1症例数 40 人の うち 流 産例 は 9 人，人

工 流 産例 は 31人で，平均年齢 は 25 才，平均週数は 7 週 で あっ た．男児で あ っ たの は 19人 （48％）で，うち ll人 （57％ ）が

術 前に MC 陽性 で あ っ たが，術後 7 ロロに は 2例 （10．5％）となり，術後 30 日目に は全て 陰性 と な っ た．女児の 場合 は 何 れ

の 段階も全 て 陰性 で あ っ た．流 産 ・人 工 流 産 で 差 は 認 め られ な か っ た．【結論】妊娠初期の 母児問輸血 現象で 母体 内 に流 入 し

た男性胎児細胞 は，子宮内容清掃術後 1 ヶ 月目まで に すべ て 消 失 して しま い ．MC の 成立 ・存続 は認め られなか っ た．
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